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土
人
形
に
み
ら
れ
る
牛
の
毛
色
に
つ
い
て 

早
田 

さ
ち
子 

 

は
じ
め
に 

し
ろ
あ
と
歴
史
館
で
は
、
二
〇
一
九
年
一
月
四
日
か
ら
二
月
二
四
日
ま
で
、
企
画
展

「
伏
見
人
形 

願
い
か
な
え
る
動
物
づ
く
し
」
を
開
催
し
た
。 

 

伏
見
人
形
は
、
伏
見
稲
荷
大
社
（
京
都
市
伏
見
区
）
の
参
詣
土
産
と
し
て
古
く
か
ら

作
ら
れ
て
い
た
土
人
形
で
、
江
戸
時
代
中
後
期
に
は
全
国
に
販
路
を
ひ
ろ
げ
、
各
地
の

土
人
形
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
参
詣
土
産
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
か
、
五

穀
豊
穣
・
商
売
繁
盛
、
厄
除
け
・
病
除
け
な
ど
の
ご
利
益
を
期
待
し
た
土
人
形
も
多
い

(

１)

。
こ
の
企
画
展
で
は
、
そ
う
し
た
祈
り
や
願
い
の
込
め
ら
れ
た
伏
見
人
形
の
う
ち
、

動
物
を
題
材
と
し
た
も
の
を
紹
介
し
た
。
展
示
は
、「
神
に
ま
つ
わ
る
動
物
た
ち
」「
幸

せ
を
よ
ぶ
動
物
た
ち
」「
悩
み
を
と
り
さ
る
動
物
た
ち
」「
生
ま
れ
年
の
動
物
た
ち
」
と

四
章
で
構
成
し
、
故
・
奥
村
寛
純
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン(

２)

か
ら
、

一
八
種
の
動
物(

狐
・
猪
・
馬
・
狛
犬
・
龍
・
牛
・
鼠
・
猫
・
犬
・
猿
・
虎
・
兎
・
金
魚
・

雀
・
鳩
・
鶏
・
蛇
・
羊)

、
計
三
一
〇
点
を
展
示
し
た
。 

 

本
稿
で
は
そ
の
な
か
か
ら
、
牛
を
か
た
ど
っ
た
人
形
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
の
べ
る

と
と
も
に
、
多
く
見
ら
れ
る
白
と
黒
の
ま
だ
ら
模
様
の
彩
色
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
や

背
景
を
考
察
し
た
い
。 

 
 

一 

奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
ら
れ
る
牛
の
伏
見
人
形 

牛
は
、
伏
見
人
形
に
数
多
く
み
ら
れ
る
動
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
牛
は
家
畜
と
し
て
、

六
世
紀
以
来
、
土
地
を
耕
す
犂
な
ど
を
曳
い
て
農
耕
に
用
い
ら
れ
て
お
り(

３)

、
農
耕
の 

神
で
あ
る
稲
荷
神
を
祀
る
伏
見
稲
荷
大
社
の
参
詣
土
産
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
牛
は
、
荷
車
を
曳
く
の
に
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
街
道
や
宿
場
町
の
風 

      

景
と
し
て
旅
の
土
産
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
牛
の
伏
見
人
形
が
六
四
点
（
う
ち
一
点
は
原
型
）
含
ま

れ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
昭
和
四
〇
～
五
〇
年
代
に
入
手
さ
れ
た
「
丹
嘉
」
「
菱
屋
」

両
窯
元
の
も
の
で
、
戦
前
ま
で
盛
ん
に
製
作
し
て
い
た
窯
元
「
冨
士
忠
」
の
も
の
が
二

点
（
う
ち
一
点
は
原
型
）
、
年
代
・
窯
元
と
も
不
詳
の
も
の
が
八
点
あ
る
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
人
形
の
名
称
や
主
題
は
、
奥
村
氏
が
整
理
し
た
も
の
に
準
じ
て
い
る
が

(

１)

、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
名
称
と
特
徴
を
整
理
し
、
主
題
の
大
別
を
試
み
た
。
以
下
、

本
稿
で
は
こ
の
名
称
を
用
い
、
伏
見
人
形
以
外
の
土
人
形
に
つ
い
て
言
及
す
る
場
合
に

も
、
便
宜
上
同
様
と
す
る
。 

 

・
俵
や
大
黒
・
宝
珠
を
伴
い
、
豊
穣
・
富
を
象
徴
す
る
も
の 

 
 

俵
牛
：
背
に
俵
を
乗
せ
る
牛(

図
１)

 

 
 

撫
牛
：
脚
を
折
り
頭
を
低
く
伏
せ
た
姿
勢
で
、
額
に
宝
珠
や
大
黒
天
像
が
付
く
牛 

 
 

牛
車
：
俵
を
積
ん
だ
荷
車
を
曳
く
牛 

 
 

宝
珠
牛
：
宝
珠
を
背
に
乗
せ
る
牛 

・
草(

瘡
に
通
ず)

を
食
べ
る
こ
と
か
ら
疱
瘡
除
け
と
さ
れ
る
も
の 

 
 

一
文
牛
：
赤
茶
色
の
牛
で
背
に
〇
に
十
文
字
の
印
、
腹
に
小
さ
な
穴
が
あ
る 

 
 
 
 

 

 
 

寝
牛
：
脚
を
折
っ
て
伏
せ
る
牛
、
「
臥
牛
」
と
も(

図
２)

 

・
主
題
と
な
る
神
や
人
物
を
背
に
乗
せ
る
も
の 

 
 

牛
乗
り
天
神
：
天
神
を
背
に
乗
せ
る
牛 

 
 

牛
乗
り
童
子
：
童
子
を
背
に
乗
せ
る
牛
、
笠
を
持
つ
も
の
は
牛
乗
り
西
行
と
も 

・
そ
の
他 

 
 

立
牛
：
四
つ
脚
で
立
つ
牛 

 
 

坐
牛
：
後
ろ
脚
を
折
っ
て
す
わ
る
牛 

 
 

蒲
団
牛
：
背
に
布
を
掛
け
て
い
る
牛 

 

し
ろ
あ
と
だ
よ
り 
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図１ 伏見人形「俵牛」(Ａ) 

図２ 伏見人形「寝牛」(Ｂ) 

 

こ
の
う
ち
「
一
文
牛
」
「
撫
牛
」
の
他
は
、
ほ
と
ん
ど
の
牛
が
白
と
黒
の
ま
だ
ら
の

毛
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
菱
屋
製
の
「
寝
牛
」
の
な
か
に
は
黒
で
は
な
く
紺
色
と
白

の
ま
だ
ら
が
一
点
み
ら
れ
る
。
ほ
か
に
黒
牛
が
、
菱
屋
製
の
「
俵
牛
」
に
一
点
と
、
窯

元
不
詳
の
「
牛
乗
り
天
神
」
に
二
点
み
ら
れ
る
。 

 

「
一
文
牛
」
は
疱
瘡
除
け
の
ま
じ
な
い
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
赤
茶
色
に
塗
ら
れ

て
い
る
。
目
鼻
な
ど
は
描
か
れ
ず
、
円
で
囲
わ
れ
た
十
文
字
の
文
様
が
背
中
に
描
か
れ

る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
文
様
の
意
味
す
る
こ
と
は
不
明
だ
が
、
背
に
乗
せ
た
蒲
団
の
表

現
と
す
る
説
も
あ
る(
４)

。
赤
茶
色
は
、
疱
瘡
神
が
赤
い
色
を
嫌
う
、
あ
る
い
は
赤
い

色
は
魔
を
祓
う
、
な
ど
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
塗
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
牛
の
毛

色
と
い
う
よ
り
は
、
ま
じ
な
い
の
た
め
の
決
ま
っ
た
色
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

「
撫
牛
」
は
額
に
三
つ
の
宝
珠
と
大
黒
天
の
像
を
つ
け
、
脚
を
折
っ
て
伏
せ
た
姿
勢

の
牛
で
、
家
運
隆
盛
を
願
っ
て
祀
ら
れ
た
と
い
う
。
目
鼻
な
ど
は
描
か
ず
に
黒
一
色
に

塗
ら
れ
る
の
が
本
来
と
さ
れ
、
多
く
は
黒
一
色
で
あ
る
。
こ
の
黒
色
も
「
撫
牛
」
特
有

の
色
と
す
る
べ
き
で
、
牛
の
毛
色
と
は
解
し
え
な
い
。
た
だ
し
、
丹
嘉
製
の
大
型
の
「
撫

牛
」
二
点
は
、
宝
珠
と
大
黒
天
像
の
部
分
は
金
色
に
、
牛
の
身
体
は
白
黒
ま
だ
ら
の
毛

色
に
塗
ら
れ
て
い
る
。 

 

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
戦
後
収
集
さ
れ
た
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
伏
見
人
形
に
お

い
て
は
、
特
殊
な
「
一
文
牛
」
「
撫
牛
」
の
彩
色
を
除
け
ば
、
主
題
・
窯
元
に
か
か
わ

ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
牛
が
、
白
と
黒
の
ま
だ
ら
模
様
に
彩
色
さ
れ
て
い
る(

５)

。 

 

ま
だ
ら
模
様
の
形
状
や
配
置
に
は
傾
向
が
あ
り
、
大
ま
か
に
分
類
す
れ
ば
以
下
の

(

Ａ)
(

Ｂ)

二
系
統
に
な
る
。 

 
 (

Ａ)

腹
か
ら
脚
に
か
け
て
白
く
、
他
は
黒
い
。 

黒
に
白
い
模
様
が
は
い
る
こ
と
も
あ
る(

図
１)

 

(

Ｂ)

頭
と
尻
が
黒
く
、
脇
腹
か
ら
背
中
に
か
け
て
は
白
い
。 

 
 

 

白
い
部
分
に
黒
い
模
様
が
入
る
こ
と
も
あ
る(

図
２)

 

  

ほ
と
ん
ど
が(

Ｂ)

系
統
か
そ
れ
に
類
似
す
る
ま
だ
ら
模
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
頭
・

尻
の
黒
い
部
分
の
大
小
や
、
黒
い
模
様
の
形
状
は
一
様
で
は
な
い
。(

Ａ)

系
統
は
、
菱

屋
製
の
「
俵
牛
」
「
車
牛
」
の
一
部
に
み
ら
れ
る
。 

ま
だ
ら
の
位
置
は
、
と
く
に
へ
こ
み
が
あ
る
な
ど
の
目
印
は
な
く
、
彩
色
す
る
際
に

形
状
を
き
め
て
塗
り
分
け
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
ま
っ
た
く
気
ま

ま
な
わ
け
で
は
な
く
、
丹
嘉
・
菱
屋
・
富
士
忠
と
三
つ
の
窯
元
と
も
、
類
似
す
る
傾
向

を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
く
、
こ
の
傾
向
が
伏
見
人
形
全
般
に
共
通
し
て
い
る
の

か
、
他
の
土
人
形
に
も
み
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
古
く
か
ら
の
傾
向
で
あ
る
の
か
、
考
察

し
て
い
き
た
い
。 

 

二 

江
戸
時
代
の
版
本
に
み
ら
れ
る
牛
の
伏
見
人
形 

奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
部
を
の
ぞ
い
て
昭
和
時
代
の
作
例
で
あ
る
。
よ
り
古
い
事

例
を
う
か
が
い
知
る
た
め
に
版
本
の
挿
絵
を
参
照
し
た
い(

６)

。
各
地
の
名
所
や
産
物

を
紹
介
す
る
書
物
に
描
か
れ
た
伏
見
人
形
の
牛
は
、
ど
の
よ
う
な
毛
色
で
あ
ろ
う
か
。 

 

宝
暦
四
年(

一
七
五
四)

『
日
本
山
海
名
物
図
会
』
四
「
京
深
草
陶
器
」 

：
立
牛(

単
色)

 
 

天
明
七
年(

一
七
八
七)

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
四
「
深
草
之
里
」 

：
立
牛(

単
色)

 

弘
化
元
年(

一
八
四
四)

『
広
益
国
産
考
』
六
之
巻
「
人
形
彩
色
仕
立
あ
げ
の
図
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

：
寝
牛
・
俵
牛
・
蒲
団
牛(

Ｂ
に
近
い
ま
だ
ら)

 

元
治
元
年(

一
八
六
四)

『
再
撰
花
洛
名
勝
図
会
』
東
山
之
部
八
「
伏
見
街
道
群
集
之
図
」 

：
寝
牛(

Ｂ
に
近
い
ま
だ
ら)
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こ
の
四
件
の
資
料
を
見
る
限
り
で
は
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
単
色
よ
り
も
ま

だ
ら
模
様
の
毛
色
が
、
伏
見
人
形
の
牛
の
典
型
的
な
毛
色
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
多
く
の
事
例
を
集
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 
前
掲
資
料
の
う
ち
注
目
し
た
い
の
は
、『
広
益
国
産
考
』
で
あ
る
。「
う
し 

ち
ん
な

ど
の
黒
の
ぶ
ち
の
上
へ 

に
か
わ
を
う
す
く
ぬ
る
べ
し 

黒
に
つ
や
出
て
き
れ
い
に

な
る
也
」
と
、
黒
い
ぶ
ち
を
艶
や
か
に
仕
上
げ
る
方
法
が
特
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書

の
挿
絵
に
は
三
種
類
の
彩
色
済
み
の
牛
が
描
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
一
章
で
み
た

(

Ｂ)

系
統
に
近
い
ま
だ
ら
模
様
の
毛
色
で
あ
る
。 

 

『
広
益
国
産
考
』
は
、
実
地
調
査
を
も
と
に
多
く
の
農
書
を
著
し
た
大
蔵
永
常
が
、

晩
年
に
自
ら
の
知
識
を
集
大
成
し
た
書
物
で
あ
り
、
各
種
の
工
芸
作
物
の
加
工
法
な
ど

が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
全
八
巻
の
う
ち
の
「
六
之
巻
」
で
、
土
人
形
の
製
作
法
を
詳
し

く
紹
介
し
て
お
り
、
「
形
は
伏
見
人
形
を
求
め
…
」
と
既
製
品
の
伏
見
人
形
か
ら
型
を

作
る
「
抜
き
型
」
の
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
つ
ま
り
手
本
は
伏
見

人
形
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
彩
色
の
方
法
も
伏
見
人
形
の
製
法
と
推
察
さ
れ
る
。 

奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
多
く
見
ら
れ
る(

Ｂ)
系
統
の
ま
だ
ら
模
様
は
、
こ
れ
ら
の
版

本
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
世
紀
半
ば
に
は
す
で
に
、
伏
見
人
形
の
牛
の
定
番
の
毛
色
で
あ

り
、
そ
の
技
法
は
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
知
れ
る
。 

 

三 

各
地
の
土
人
形
に
み
ら
れ
る
牛
の
毛
色
の
傾
向 

奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
伏
見
人
形
以
外
に
も
各
地
の
土
人
形(
７)

が
含
ま
れ
て

い
る
。
伏
見
人
形
と
同
じ
く
昭
和
四
〇
～
五
〇
年
代
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
、
一
部
に

古
い
作
例
も
含
ま
れ
る
が
、
多
く
は
収
集
当
時
か
そ
れ
に
近
い
時
代
の
作
と
見
受
け
ら

れ
る
。
牛
の
主
題
や
そ
の
毛
色
に
は
地
域
に
よ
っ
て
傾
向
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
各
地
の
土
人
形
に
み
ら
れ
る
牛
の
作
例
を
、
毛
色
に
よ
り
大

別
し
示
し
た
の
が
次
頁
の(

表)

で
あ
る
。
毛
色
は
、
一
章
で
示
し
た(

Ａ)
(

Ｂ)

に
加
え
、

伏
見
人
形
に
は
み
ら
れ
な
い
「
全
身
が
白
く
、
小
さ
め
の
黒
い
模
様
が
点
在
す
る
」
と

い
う
ま
だ
ら
模
様
が
み
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
を(

Ｃ)

と
し
た
。
黒
一
色
の
牛
は
「
黒
」

と
し
、
そ
の
他
の
単
色
の
牛
に
つ
い
て
は
色
名
と
と
も
に
「
そ
の
他
」
の
欄
に
示
し
た
。

な
お
、(

表)

お
よ
び
本
稿
中
で
の
土
人
形
の
主
題
は
、
便
宜
上
、
伏
見
人
形
に
準
じ
た

名
称(

一
章
参
照)

で
表
現
し
た
。 

主
題
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
主
に
「
俵
牛
」「
牛
乗
り
天
神
」
「
撫
牛
」
と
そ
れ
に

類
す
る
も
の
が
、
各
地
に
広
ま
っ
て
い
る
。
「
俵
牛
」
は
五
穀
豊
穣
を
ね
が
う
も
の
で

農
家
を
中
心
に
需
要
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
牛
乗
り
天
神
」
は
天
神
信
仰
と

と
も
に
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
「
撫
牛
」
は
大
黒
を
祀
り
家
運
隆
盛
を
願
う
も

の
で
小
品
も
多
く
、
広
く
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

白
黒
ま
だ
ら
の
牛
は
、
各
地
の
土
人
形
に
見
ら
れ
る
が
、
伏
見
人
形
と
同
じ
く

(

Ａ)
(

Ｂ)

の
二
系
統
と
も
み
ら
れ
る
の
は
、
滋
賀
県
の
小
幡
人
形
と
、
奈
良
県
の
出
雲

人
形
で
あ
る
。
小
幡
人
形(

図
３
・
４)

は
、
中
山
道
と
御
代
参
街
道
と
の
分
岐
点
で
あ

る
小
幡(

近
江
八
幡
市)

で
、
伏
見
人
形
の
技
術
を
倣
っ
て
江
戸
時
代
中
期
か
ら
作
ら
れ

て
い
る
。
牛
の
彩
色
も
伏
見
人
形
の
様
式
が
踏
襲
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
出
雲
人
形(

図

５
・
６)

は
長
谷
寺(

桜
井
市)

の
参
詣
土
産
と
し
て
江
戸
時
代
末
期
か
ら
知
ら
れ
る
人

形
で
あ
る
。
伏
見
人
形
と
の
直
接
的
な
影
響
関
係
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
と
も
に
近
畿 

                     

図４ 小幡人形 (滋賀県) 

「牛乗り天神」(Ｂ) 

図３ 小幡人形 (滋賀県）  

「俵牛」(Ａ) 

図５ 出雲人形 (奈良県) 

「俵牛」(Ａ) 

図６ 出雲人形 (奈良県) 

「蒲団牛」(Ｂ) 
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 表  奥村コレクション 各地の土人形にみられる牛の毛色  

（Ａ） （B） （C） 黒 その他

伏見人形（京都府） 俵牛・牛車 俵牛・牛車・撫牛・ 俵牛・撫牛・

立牛・坐牛・寝牛・ 牛乗り天神

蒲団牛・宝珠牛・

牛乗り天神・

牛乗り童子

小幡人形（滋賀県） 俵牛・ 牛乗り天神・ 牛乗り童子

俵牛乗り鼠 牛乗り童子

出雲人形（奈良県） 俵牛 蒲団牛

稲畑人形（兵庫県） 牛乗り天神

名古屋人形（愛知県） 撫牛 蒲団牛土鈴(白)

起人形（愛知県） 俵牛土鈴・

寝牛土鈴・

牛乗り天神

(灰と白のまだら）

高山人形（岐阜県） 牛乗り天神・

立牛土鈴

北陸 富山人形（富山県） 撫牛 撫牛

小坂人形（秋田県） 牛乗り天神

八橋人形（秋田県） 牛乗り天神 牛乗り天神（金）

中山人形（秋田県） 宝珠牛土鈴

相良人形（山形県） 牛乗り天神 牛乗り童子

下川原人形（青森県） 撫牛

花巻人形（岩手県） 蒲団牛 撫牛(金)

堤人形（宮城県） 牛乗り天神 牛乗り天神

関東 今戸人形（東京都） 撫牛 撫牛(金)

四国 土佐人形（高知県） 蒲団牛土鈴

三次人形（広島県） 牛乗り天神

長浜人形（島根県） 牛乗り天神

百々人形（岡山県） 俵牛

倉敷人形（岡山県） 撫牛

古博多人形（福岡県） 蒲団牛土鈴・牛乗り童子・ 牛乗り童子土鈴

撫牛土鈴 (焦茶)・

寝牛土鈴(黄土)・

撫牛土鈴(銅)

津屋崎人形（福岡県） 千両箱牛土鈴・寝牛土鈴・ 俵牛土鈴(焦茶)・

蒲団牛土鈴・牛頭土鈴 蒲団牛土鈴(焦茶)・

牛乗り天神・牛乗り童子 寝牛土鈴(茶)・

牛乗り童子(茶)

門司ヶ関人形 (福岡県) 牛乗り天神土鈴・立牛

能古見人形（佐賀県） 寝牛土鈴

※　まだら模様（A）=　腹から脚にかけて白く、その他は黒い。黒い部分に白い模様が入ることもある

　　　　　　　（B）=　頭と尻が黒く、わき腹から背中にかけては白い。白い部分に黒い模様が入ることもある。

　　　　　　　　　　　　　　　　（C）=　全身が白く、小さめの黒い模様が点在する。　　　　

※「寝牛」「撫牛」の区別については曖昧さがあるが、ここでは仮に、牛の額に宝珠や大黒あるいはそれにかわる表現が

　あるもの、ないし、頭を低く伏せて耳や角を体に沿わせて凹凸の少ない形状に表現されているものを「撫牛」とした。

近畿

東北

中国

九州

東海
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地
方
の
参
詣
土
産
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
お
り
、
嗜
好
や
需
要
に
近
い
傾
向
が
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、(

Ａ)

の
み
み
ら
れ
る
愛
知
県
起
人
形
の
牛
は
、
黒
に
代
わ
っ

て
灰
色
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
灰
色
と
白
の
ま
だ
ら
模
様
で
あ
る
。 

伏
見
人
形
に
は
み
ら
れ
な
い(

Ｃ)

の
ま
だ
ら
模
様
は
、
秋
田
県
の
八
橋
人
形(

図
７)

と
山
形
県
の
相
良
人
形
、
宮
城
県
の
堤
人
形
、
富
山
県
の
富
山
人
形(

図
８)

と
、
岐
阜

県
の
高
山
人
形
に
み
い
だ
せ
る
。
産
地
は
点
在
し
て
お
り
作
例
も
少
な
い
た
め
、
現
時

点
で
指
摘
す
べ
き
共
通
点
は
見
当
た
ら
な
い
。 

特
筆
す
べ
き
は
、
中
国
・
九
州
地
方
に
は
、
白
黒
ま
だ
ら
模
様
の
牛
が
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
ら
模
様
よ
り
も
黒
や
茶
一
色
の
牛
が
好
ま
れ
る
と
い
っ

た
、
地
域
的
な
好
み
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
九
州
地
方
で
わ
ず
か
に
一
例

み
ら
れ
る
白
黒
ま
だ
ら
の
牛
は
、
佐
賀
県
能
古
見
人
形
の
「
寝
牛
土
鈴
」
で
あ
る
。
能

古
見
人
形
は
戦
後
、
染
織
家
の
鈴
田
照
次
氏
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
土
人
形
で
あ
っ
て
、

地
域
性
よ
り
も
作
者
の
個
性
が
強
く
現
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

中
国
・
九
州
地
方
の
土
人
形
の
う
ち
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
比
較
的
多
く
牛
の
作
例

が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
と
も
に
福
岡
県
の
古
博
多
人
形(

図
９)

と
津
屋
崎
人
形(

図

10)

で
あ
る
。
古
博
多
人
形
は
、
文
政
年
間
か
ら
始
ま
り
、
戦
後
は
美
術
工
芸
品
と
し

て
海
外
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
博
多
人
形
の
う
ち
、
江
戸
時
代
以
来
の
様
式
を

伝
え
る
も
の
を
指
す
。
伏
見
人
形
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
古
博
多
人
形
も
ま
た
、
各
地

の
土
人
形
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
津
屋
崎
人
形
も
古
博
多
人
形
の
流
れ
を
く
ん
で
い 

 

            

る
。
中
国
地
方
の
う
ち
、
黒
一
色
の
牛
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
島
根
県
の
長
浜
人

形
や
広
島
県
の
三
次
人
形
は
、
と
も
に
古
博
多
人
形
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

土
人
形
で
あ
る
。 

現
時
点
で
は
あ
く
ま
で
も
仮
説
で
あ
る
が
、
古
博
多
人
形
の
影
響
を
う
け
て
い
る
土

人
形
に
お
い
て
は
黒
や
茶
一
色
の
牛
が
定
番
で
、
白
黒
ま
だ
ら
模
様
の
牛
は
み
ら
れ
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
で
は
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
限
ら
れ
た
作
例
の
み
で
の
考

察
と
な
っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
作
例
を
集
め
、
ま
た
古
博
多
人
形
の
影
響
が
ど
の
地
方

の
土
人
形
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
も
見
定
め
た
上
で
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

 

四 

絵
画
に
描
か
れ
た
白
黒
ま
だ
ら
の
牛 

 

伏
見
人
形
を
は
じ
め
各
地
の
土
人
形
の
題
材
は
、
同
時
代
の
浮
世
絵
や
版
本
の
挿
絵

な
ど
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
歌
舞
伎
物
や
武
者
物
の
土
人

形
で
は
、
役
者
絵
や
武
者
絵
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る(

８)

。 

 

他
に
も
「
富
士
見
西
行
」
は
江
戸
時
代
の
絵
画
に
多
く
見
ら
れ
る
題
材
で
あ
る
し
、

「
牛
乗
り
童
子
」
は
、
室
町
時
代
以
来
、
水
墨
画
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
「
十
牛
図
」

や
「
牧
童
図
」
と
の
共
通
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
七
福
神
や
天
神
、
稲
荷
な
ど
信

仰
に
関
す
る
人
形
に
お
い
て
は
、
持
ち
物
や
服
装
、
ポ
ー
ズ
な
ど
、
図
像
と
し
て
定
型

化
さ
れ
、
神
仏
を
そ
れ
と
見
分
け
る
手
段
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
絵
画
と
土
人
形
と
の

間
で
も
類
似
す
る
点
は
多
い
。
相
互
に
参
照
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

            

図７ 八橋人形「牛乗り天神」(Ｃ) 

 

図８ 富山人形「寝牛」(Ｃ) 

図９ 古博多人形「牛乗り童子」(黒) 

図 10 津屋崎人形「牛乗り天神」(黒) 
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よ
く
知
ら
れ
た
画
題
は
画
譜
な
ど
の
版
本
で
紹
介
さ
れ
、
絵
手
本
と
も
さ
れ
た
。
土

人
形
の
造
形
へ
の
、
絵
画
・
図
像
の
影
響
を
念
頭
に
置
い
た
と
き
、
牛
の
毛
色
に
つ
い

て
も
、
絵
画
作
品
の
牛
の
描
写
か
ら
の
影
響
を
想
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

 
浮
世
絵
や
版
本
の
挿
絵
に
牛
の
描
写
を
探
す
と
、
荷
車
を
引
く
牛
の
集
積
地
で
あ
る

車
町
や
、
車
町
か
ら
提
供
さ
れ
て
祭
礼
の
山
車
を
引
く
牛
た
ち
、
牛
の
売
買
が
行
わ
れ

た
牛
市
、
あ
る
い
は
牛
合
せ(

闘
牛)

の
場
面
に
、
他
の
毛
色
の
牛
た
ち
と
ま
じ
っ
て
ま

だ
ら
模
様
の
牛
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。 

 

宝
暦
四
年(

一
七
五
四)
『
日
本
山
海
名
物
図
会
』
四
「
天
王
寺
牛
儈
」(

図
11)

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

：(

Ｃ)

に
近
い
ま
だ
ら
・
背
中
が
白
い
牛 

寛
政
一
〇
年(

一
七
九
八)

『
西
遊
記
』
続
編
三
「
牛
合
せ
」(

薩
摩
国
鹿
野
谷)

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

：(

Ｃ)
に
近
い
ま
だ
ら 

 

天
保
五
年(

一
八
三
四)

『
江
戸
名
所
図
会
』
巻
之
一
「
高
輪
牛
町
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

：(

Ｂ)
(

Ｃ)
中
間
的
な
ま
だ
ら 
 

文
久
二
年(

一
八
六
二)

「
東
都
三
十
六
景 
高
輪
海
岸
」
二
代
歌
川
広
重(

図
12)

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

：(

Ｂ)
(

Ｃ)

中
間
的
な
ま
だ
ら 

天
保
～
明
治(

一
八
三
〇
～
一
九
一
二)

「
山
王
御
祭
禮
」
歌
川
芳
虎 

：(

Ｂ)
(

Ｃ)

中
間
的
な
ま
だ
ら
・(

Ａ)

に
近
い
ま
だ
ら 

  

 

多
数
の
牛
を
描
く
場
合
、
変
化
を
つ
け
よ
う
と
多
彩
な
毛
色
を
そ
ろ
え
た
結
果
、
ま

だ
ら
模
様
の
牛
も
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
東
都
三
十
六
景 

高
輪
海
岸
」(

図
12)

で
は
、
白
黒
ま
だ
ら
模
様
の
牛
が
、
一
頭
の
み
、
し
か
も
半
身
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し

た
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
印
象
に
の
こ
る
目
立
つ
毛
色
の
牛
を
、
と
考
え

た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ま
だ
ら
模
様
の
牛
が
珍
し
く
、
牛
の
た
く
さ
ん
集

ま
る
場
所
で
あ
る
か
ら
こ
そ
見
ら
れ
る
、
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

川
田
啓
介
氏
は
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
牛
に
つ
い
て
分
析
し
た
文
章
の
な
か
で
、
高

輪
の
白
黒
ま
だ
ら
模
様
の
牛
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る(

９)

。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
在

来
種
に
は
黒
牛
が
多
く
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
る
牛
も
黒
牛
が
大
半
で
あ
る
が
、
高
輪
の

車
町
を
描
い
た
浮
世
絵
に
は
白
黒
ま
だ
ら
の
牛
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
と
指
摘
し
た

う
え
で
、
「(

最
盛
期
よ
り
も
車
町
の
規
模
が
縮
小
し
た)

幕
末
に
お
い
て
も
、
高
輪
と

い
え
ば
牛
、
し
か
も
白
黒
斑
な
ど
様
々
な
毛
色
の
牛
が
い
る
こ
と
が
、
浮
世
絵
の
題
材

と
な
る
ほ
ど
広
く
し
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
説
明
し
て
い
る
。 

 

江
戸
時
代
、
版
本
や
浮
世
絵
以
外
に
も
、
即
位
や
行
幸
を
記
録
し
た
絵
巻
や
屏
風
、

長
谷
川
派
や
琳
派
の
絵
画
作
品
な
ど
に
、
白
黒
ま
だ
ら
模
様
の
牛
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
室
町
時
代(

一
六
世
紀)

の
風
俗
図
や
、
鎌
倉
時
代(

一
三
～
一
四
世
紀)

の
物
語
絵
巻
に
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
画
中
の
牛
の
毛
色
と
し
て
、
白

黒
ま
だ
ら
模
様
は
ひ
と
つ
の
定
型
で
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る(

10)

。 

 

白
黒
ま
だ
ら
模
様
の
牛
の
毛
色
は
、
古
く
か
ら
絵
画
に
描
か
れ
て
き
た
毛
色
で
あ
っ

て
、
江
戸
時
代
に
は
比
較
的
珍
し
い
毛
色
と
し
て
浮
世
絵
な
ど
に
描
か
れ
て
い
た
。 

 

五 

現
実
の
牛
の
毛
色
と
の
類
似
性 

 

絵
画
に
描
か
れ
土
人
形
に
も
み
ら
れ
る
白
黒
ま
だ
ら
模
様
の
牛
は
、
古
く
か
ら
日
本

に
実
際
に
存
在
し
た
牛
の
毛
色
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

大
木
卓
氏
は
、
鎌
倉
時
代
ま
で
の
、
古
辞
書
や
日
記
、
文
学
・
説
話
な
ど
の
文
献
資

料
と
、
絵
巻
物
な
ど
の
絵
画
資
料
か
ら
、
古
代(

主
に
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代)

の
日
本
で
畜
牛
に
見
ら
れ
た
毛
色
を
概
観
し
、
ど
の
よ
う
な
毛
色
が
好
ま
れ
ま
た
嫌
わ

れ
た
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る(

11)

。
大
木
氏
に
よ
れ
ば
、
古
代
、
在
来
の
牛
に
は
、

黒
色
・
黒
と
白
の
ま
だ
ら
・
褐
色
・
褐
色
と
白
の
ま
だ
ら
な
ど
各
種
あ
っ
た
が
、
黒
色

系
が
大
半
を
占
め
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
古
代
に
貴
族
が
乗
用
と
し
た
牛
車
の
車
牛

に
は
、
額
に
白
い
星
が
あ
る
牛
や
、
腹
や
脚
先
の
白
い
牛
、
均
衡
の
よ
い
白
ぶ
ち
の
あ

る
牛
な
ど
、
「
派
手
な
毛
色
」
が
好
ま
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 
図 12 

「東都三十六景 
 高輪海岸」(部分) 

(国会図書館デジタル 

  コレクション) 

 

図 11 『日本山海名物図会』四「天王寺牛儈」 
中央後ろ向きの牛が(Ｃ)・その左に背中の白い牛  
 (国会図書館デジタルコレクション) 
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大
木
氏
も
参
照
し
て
い
る
鎌
倉
時
代
末
期
の
「
國
牛
十
図
」(

図
13
～
15)

は
、
河

東
牧
童(

寧
直
麿)

が
各
地
の
名
牛
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
延
慶
三
年(

一
三
一
〇)

に
成

立
し
た
。
原
本
は
失
わ
れ
た
も
の
の
、
江
戸
時
代
の
故
実
家
・
藤
原
貞
幹
に
よ
る
安
永

七
年(
一
七
七
八)

の
模
本
や
そ
の
写
し
が
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る(

12)

。
現
実
の
牛

を
、
体
格
や
毛
色
な
ど
の
特
徴
を
意
識
し
な
が
ら
写
実
的
に
描
い
て
い
る
と
い
う
点
で
、

大
い
に
参
考
に
な
る
資
料
で
あ
る
。 

実
際
に
、
鹿
児
島
県
ト
カ
ラ
列
島
の
口
之
島
牛
は
、
明
治
以
前
の
在
来
牛
が
野
生
の

状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
の
体
格
や
毛
色
は
「
國
牛
十
図
」
に
描
か
れ
た

牛
と
類
似
す
る
と
い
う
。
と
く
に
、
口
之
島
牛
は
毛
色
に
多
様
性
が
あ
る
が
、
「
國
牛

十
図
」
に
描
か
れ
た
牛
の
毛
色
と
一
致
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る(

13)

。 

 

土
人
形
に
み
ら
れ
る
牛
の
毛
色
を
、
「
國
牛
十
図
」
と
比
較
し
て
見
て
い
き
た
い
。 

 

ま
ず(

Ａ)

「
腹
か
ら
脚
に
か
け
て
白
く
、
そ
の
他
は
黒
い
。
黒
い
部
分
に
白
い
模
様

が
は
い
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
土
人
形
の
牛
の
毛
色
に
つ
い
て
。
「
國
牛
十
図
」
で

は
、
「
河
内
牛
」(

図
13)

が
近
く
、
腹
と
前
足
、
後
足
の
蹄
近
く
、
ま
た
尾
の
付
け
根

に
白
い
模
様
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
腹
部
が
わ
ず
か
に
白
い
黒
牛
の
「
越
前
牛
」
や
、

腹
が
白
く
背
は
茶
色
が
か
っ
て
い
る
黒
牛
の
「
丹
波
牛
」
「
遠
江
牛
」(

図
14)

も
、
近 

 

い
毛
色
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
大
木
氏
の
あ
げ
た
文
献
の
う
ち
、
『
枕
草
子
』
に
は
「
う
し
は
、
ひ
た
ひ
い

と
ち
ひ
さ
く
し
ら
み
た
る
が
、
は
ら
の
し
た
、
あ
し
の
し
も
、
尾
の
す
そ
し
ろ
き
」
も

の
が
好
ま
し
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
描
写
さ
れ
た
毛
色
は(

Ａ)

と
類
似
す
る

も
の
と
い
え
よ
う
。 

 

次
に(

Ｂ)

「
頭
と
尻
が
黒
く
、
脇
腹
か
ら
背
中
に
か
け
て
は
白
い
。
白
い
部
分
に
黒

い
模
様
が
入
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
土
人
形
の
牛
の
毛
色
に
つ
い
て
。「
國
牛
十
図
」

で
は
、
黒
で
は
な
く
茶
と
白
の
ま
だ
ら
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
筑
紫
牛
」(

図
15)

が
比

較
的
近
い
。
し
か
し
茶
の
部
分
が
ま
だ
多
く
、
い
わ
ば(

Ａ)
(

Ｂ)

の
中
間
的
な
模
様
と

い
え
る
。 

 

最
後
に(

Ｃ)

「
全
身
が
白
く
、
小
さ
め
の
黒
い
模
様
が
点
在
す
る
」
と
い
う
土
人
形

の
牛
の
毛
色
に
つ
い
て
。
「
國
牛
十
図
」
に
は
類
似
す
る
毛
色
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か

し
四
章
で
あ
げ
た
と
お
り
、
江
戸
時
代
の
版
本
挿
絵
に
は
、(

Ｃ)

に
近
い
毛
色
や
、

(

Ｂ)
(

Ｃ)

中
間
的
な
毛
色
が
し
ば
し
ば
み
い
だ
せ
る
。「
國
牛
十
図
」
の
成
立
し
た
鎌
倉

時
代
か
ら
江
戸
時
代
へ
と
至
る
ま
で
に
、
交
配
が
す
す
む
こ
と
で
よ
り(

Ｃ)

の
ま
だ
ら

模
様
に
近
づ
く
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
畜
産
・
遺
伝
の
分
野
か
ら
の

見
解
を
得
た
い
と
こ
ろ
だ
が
未
見
で
あ
る
。
あ
る
い
は(

Ｃ)

系
統
の
ま
だ
ら
は
、(

Ｂ)

系
統
か
ら
の
写
し
崩
れ
で
実
際
に
は
な
い
毛
色
が
表
現
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
明
治
時
代
以
降
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
な
ど
の
外
来
種
の

毛
色
が
、
土
人
形
の
彩
色
に
反
映
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

 

な
お
、『
日
本
山
海
名
物
図
会
』「
天
王
寺
牛
儈
」(

図
11)

の
中
央
で
真
後
ろ
を
向
く

牛
の(

Ｃ)

に
類
似
す
る
毛
色
は
、(

Ａ)
(

Ｂ)

よ
り
は
黒
い
模
様
が
ぼ
ん
や
り
と
表
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
境
界
線
の
く
っ
き
り
と
し
た
模
様
の
入
る
ま
だ
ら
と
は
、
少
し

違
っ
た
毛
色
を
表
現
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い(

14)

。
ま
た
、
左
ど
な
り
に
描
か
れ
る

背
中
の
白
い
牛
は
、
「
國
牛
十
図
」
の
「
遠
江
牛
」(

図
14)

や
「
丹
波
牛
」
な
ど
、
黒

い
牛
の
背
中
に
明
る
い
茶
色
が
広
が
る
毛
色
を
表
現
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
管

見
の
限
り
、
土
人
形
に
は
そ
う
し
た
毛
色
の
表
現
は
み
い
だ
せ
な
い
。 

 

以
上
、
「
國
牛
十
図
」
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
土
人
形
や
版
本
・
浮
世

絵
、
ま
た
よ
り
古
い
時
代
の
絵
画
に
描
か
れ
た
ま
だ
ら
模
様
の
牛
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら

日
本
に
み
ら
れ
た
実
際
の
牛
の
毛
色
を
、
直
接
な
い
し
間
接
的
に
、
あ
る
程
度
意
識
し

て
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。 

 

図 13 

 河内牛  

図 15 

 筑紫牛  

 

 

図 14 

 遠江牛  

 図 13 ～15 

「國牛十図」 

  (国会図書館デジタル 

   コレクション)  
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お
わ
り
に 

 

伏
見
人
形
は
じ
め
、
各
地
の
土
人
形
に
見
ら
れ
る
牛
の
毛
色
に
つ
い
て
、
白
黒
ま
だ

ら
模
様
の
毛
色
を
中
心
に
考
察
し
た
。 

白
黒
ま
だ
ら
模
様
の
牛
は
鎌
倉
時
代
か
ら
存
在
し
、
黒
牛
が
主
流
で
あ
る
中
で
、
見

栄
え
の
す
る
派
手
な
毛
色
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
絵
画
に
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
土
人
形
の
牛
の
彩
色
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
一
九
世
紀
半
ば
の
伏
見
人

形
に
お
い
て
は
、
牛
の
彩
色
と
い
え
ば
白
黒
ま
だ
ら
模
様
が
す
で
に
定
番
で
あ
り
、
各

地
の
土
人
形
の
牛
に
も
、
同
様
の
ま
だ
ら
模
様
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。 

な
お
、
江
戸
時
代
に
は
、
白
黒
ま
だ
ら
の
毛
色
を
し
た
犬(

狆)

・
猫
・
鼠
・
兎
が
愛

玩
用
に
飼
育
さ
れ
て
お
り(
15)

、
伏
見
人
形
の
犬(

狆)

・
猫
・
鼠
・
兎
に
も
、
白
黒
ま

だ
ら
の
毛
色
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
牛
は
愛
玩
動
物
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
好
み

が
、
土
人
形
の
牛
の
彩
色
に
間
接
的
に
影
響
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
黒
い
体
に
白
い
模
様
が
入
る(
Ａ)

系
統
よ
り
も
、
白
い
体
に
黒
い
模
様
の
入

っ
た(

Ｂ)

系
統
が
多
い
の
は
、
制
作
工
程
上
の
効
率
の
良
さ
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
伏
見
人
形
は
下
地
と
し
て
全
体
を
胡
粉
で
白
く
塗
っ
た
の
ち
に
、
白
以
外
の
絵

の
具
を
重
ね
て
彩
色
す
る
。
白
い
模
様
を
塗
り
残
す
よ
う
に
全
体
を
黒
く
塗
る
よ
り
も
、

黒
い
模
様
を
白
い
体
に
点
在
さ
せ
る
方
が
、
彩
色
は
容
易
で
あ
ろ
う
。 

型
で
伝
承
さ
れ
る
フ
ォ
ル
ム
と
違
い
、
彩
色
は
恣
意
的
な
変
更
が
た
や
す
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
定
の
傾
向
や
特
色
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
彩
色
に
な
ん
ら

か
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
か
、
な
に
が
し
か
の
手
本
が
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
す
で

に
伝
統
的
な
様
式
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
彩
色
に
つ
い
て
の
考
察

は
、
背
景
に
あ
る
嗜
好
や
風
習
を
知
る
こ
と
や
、
土
人
形
の
様
式
、
技
術
的
な
影
響
関

係
を
知
る
の
に
、
役
立
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

今
回
、
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
、
限
ら
れ
た
視
野
で
の
考
察
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

今
後
、
よ
り
幅
広
い
作
例
に
触
れ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。 

 

【
註
】 

(

１)

大
西
重
太
郎
・
奥
村
寛
純
『
伏
見
人
形
の
原
型
』(

一
九
七
六
年)

。 

(

２)

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
『
伏
見
人
形
と
そ
の
系
譜
～
奥
村
寛
純
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
～
』(

二
〇
〇
七

年)

。
同
『
高
槻
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
九
冊 

郷
土
玩
具
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
伏
見
人
形
―
』(

二

〇
一
二
年)

。 
(

３)

河
野
通
明
「
農
耕
と
牛
馬
」
中
澤
克
昭
編
『
人
と
動
物
の
日
本
史
２
歴
史
の
な
か
の
動
物
た
ち
』(

吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年)

。 

(

４)

川
﨑
巨
泉
『
お
も
ち
ゃ
図
譜
』
第
五
集
（
一
九
三
二
～
一
九
三
五
年
初
版
、
一
九
七
九
年
村
田
書
店
よ

り
復
刻
）
「
幸
右
衛
門
型
の
土
牛
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
た
だ
し
色
は
「
肉
色
と
鼠
色
の
二
種
」
と
あ

り
赤
茶
色
と
は
異
な
る
。
肉
色(

肌
色)

や
鼠
色
の
一
文
牛
は
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
み
ら
れ
な
い
。 

(

５)

公
益
財
団
法
人
イ
ケ
マ
ン
人
形
文
化
保
存
財
団
・
博
物
館
さ
が
の
人
形
の
家
『
国
登
録
有
形
民
俗
文
化

財 

京
都
の
郷
土
人
形
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
目
録
』(

二
〇
一
一
年)

に
は
、
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
時
代
の
も

の
と
さ
れ
る
牛
の
伏
見
人
形
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
黒
牛
、
白
黒
ま
だ
ら
模
様
の
牛
の
ほ
か
に
、
赤
茶
色

の
「
俵
牛
」(

明
治
大
正)

、
白
牛
の
「
寝
牛
」(

大
正
昭
和
前
期)

「
牛
と
布
被
り
男
」(

大
正
昭
和)

が
見
ら

れ
る
。 

(

６)

石
沢
誠
司
「
土
人
形
は
な
ぜ
作
ら
れ
た
の
か
～
伏
見
人
形
を
中
心
に
～
」『
郷
玩
文
化
』Ⅷ

巻
九
・
一
〇

号 

通
巻
一
八
二
・
一
八
三
号(

二
〇
〇
五
年)

。 
(

７)

各
地
の
土
人
形
の
概
要
に
つ
い
て
は
主
に
斎
藤
良
輔
『
郷
土
玩
具
辞
典
』(

東
京
堂
出
版
、
一
九
七
一
年

を
参
照
。 

(

８)

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
『
錦
絵
と
土
人
形
に
見
る
江
戸
の
人
気
者
―
源
平
合
戦
か
ら
忠
臣
蔵
ま
で

―
』(

二
〇
一
六
年)

。 

(

９)
 

川
田
啓
介
「
連
載 

浮
世
絵
に
み
る
牛
と
の
関
わ
り
③
・
④ 

牛
車
に
よ
る
輸
送(

１)

・(

２)

」
一
般

社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
『
Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｊ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
』
一
六
〇
号
・
一
六
一
号(

二
〇
一
六
年)

。
奥
州

市
牛
の
博
物
館
Ｈ
Ｐ
（w

w
w

.iso
p

.n
e
.jp

/a
tru

i/m
h

a
k

u
.h

tm
l

）
企
画
展
プ
レ
ー
バ
ッ
ク
「
第
一
五
回
企

画
展 

浮
世
絵
に
み
る
ウ
シ
」(

二
〇
〇
四
年)

。 
(

10)

「
平
治
物
語
絵
巻
」
六
波
羅
行
幸
巻(

一
三
世
紀
、
東
京
国
立
博
物
館)

、
「
紫
式
部
日
記
絵
詞
」(

一
三

世
紀
、
藤
田
美
術
館)

、
「
狭
衣
物
語
絵
巻
」
断
簡(

一
四
世
紀
、
東
京
国
立
博
物
館)

、
「
北
野
天
神
縁
起
絵

巻
」
土
佐
光
信
（
一
六
世
紀
、
北
野
天
満
宮
）
、「
堅
田
図
」
伝
土
佐
光
茂(

一
六
世
紀
、
東
京
国
立
博
物
館)

、

「
月
次
風
俗
図
屏
風
」(

一
六
世
紀
、
東
京
国
立
博
物
館)

、「
寛
永
三
年
後
水
尾
天
皇
二
条
城
行
幸
絵
巻
」

(

年
代
不
詳
、
し
ろ
あ
と
歴
史
館)

、「
明
正
天
皇
御
即
位
行
幸
図
」(

一
七
世
紀
、
御
物)

、「
天
稚
彦
物
語
絵

巻
」(

一
七
世
紀
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館)

、「
関
屋
澪
標
図
屏
風
」
俵
屋
宗
達(

一
七
世
紀
、
静
嘉
堂
文
庫)

、

「
樹
花
鳥
獣
図
屏
風
」
伝
伊
藤
若
冲(

一
八
世
紀
、
静
岡
県
立
美
術
館)

、「
牧
童
図
」
鈴
木
其
一(

一
九
世
紀
、

個
人
蔵)

な
ど
。 

(

11)
 

大
木
卓
「
本
邦
古
代
畜
牛
の
毛
色
に
関
す
る
資
料
」
東
京
獣
医
畜
産
学
会
『
東
京
獣
医
学
畜
産
学
雑

誌
』
八
号(

一
九
五
七
年)

。 
(

12)
 

東
京
大
学
農
学
生
命
科
学
図
書
館
所
蔵
本(

『
群
書
類
聚
』
所
収
、
註
13
志
村
編
文
献
所
収)

、
国
会

図
書
館
所
蔵
本
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
本
な
ど
。 

(

13)
 

黒
澤
弥
悦
「
ウ
シ 

離
島
に
息
衝
く
古
代
の
牛
」
西
本
豊
弘
編
『
人
と
動
物
の
日
本
史
１ 

動
物
の

考
古
学
』(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年)

。
志
村
隆
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ベ
ス
ト
図
鑑 

特
別
版 

日
本
の
家

畜
・
家
禽
』(

学
習
研
究
社
、
二
〇
〇
九
年)

。 

(

14)

註
10
の
う
ち
「
寛
永
三
年
後
水
尾
天
皇
二
条
城
行
幸
絵
巻
」
、「
牧
童
図
」
に
み
ら
れ
る
牛
も
同
様
で
あ

る
。 

(

15)
 

梶
島
孝
雄
『
資
料 

日
本
動
物
史
』(

八
坂
書
房
、
一
九
九
七
年)

。
平
岩
米
吉
『
猫
の
歴
史
と
奇
話
』

新
装
版(

一
九
九
二
年)

。
安
田
容
子
「
江
戸
時
代
後
期
上
方
に
お
け
る
鼠
飼
育
と
奇
品
の
産
出
～
『
養
鼠

玉
の
か
け
は
し
』
を
中
心
に
～
」
東
北
大
学
国
際
文
化
学
会
『
国
際
文
化
研
究
』
一
六
号(

二
〇
一
〇
年)

。 
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高
槻
市
立
し
ろ
あ
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館 

大
阪
府
高
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市
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町
一
番
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号
・
℡
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七
二(

六
七
三)
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ー
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：
高
槻
市
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ー
ジ
「
イ
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タ
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歴
史
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